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２０１４年秋号にスタートした連載「高大接続の課題に迫る」では、これまで３回にわたり、高大接

続に関する調査結果報告を通じて、その課題を明らかにし、課題の克服に向けた方向性を示してき

た。今号は、実際の高校・大学の現場で高大接続の課題に向き合い、それを克服しつつある事例を

取り上げる。それは、石川県にある金城大学医療健康学部だ。高大接続の課題解決に向け、入試制度・

入学前教育・入学後の初年次教育の改革に力を入れている。
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入学後の
進級・修学状況を
改善する

金城大学 医療健康学部事例



　石川県白山市に位置する金城大学
は、２０００年４月、社会福祉学部を
設置して開学した。２００７年度に医
療健康学部（理学療法学科、２０１３年
度には作業療法学科を増設）、２０１５
年度には看護学部も設置し、現在は
３学部体制となっている。
　理学療法学科では理学療法士の資
格取得を目指している。北陸３県を
中心に２００か所以上の病院や介護老
人保健施設などと提携し、１年生か
ら実習科目を盛り込み、学生が実践
的に学べるようにしているのが特徴
だ。理学療法士国家試験の合格率は、
２０１４年３月卒業の４期生が９８．７％
（受験者数７７人中、合格者数７６人）
と、全国平均合格率の８３．７％を上回
る実績を挙げている。現在、学生数
は２８６人、専任教員数は１４人。
　その同学科が、２０１１年度、１期生

の卒業を機に１〜４期生の修学状況
を分析したところ、学生の転学・退
学の実態が数値として明らかになっ
た（図１）。医療健康学部長補佐の木
林勉教授は、次のように説明する。
　「本学科ではアドミッションポリ
シーに則って入学者を選抜している
にもかかわらず、多くの学生が学修
についてこられないという状況は大
きな問題です。早急に対策が必要だ
と、学科内で検討しました」
　同学科では、「入試」「入学前教育」
「初年次教育」の３つの観点で改善を
図った。それぞれについて見ていく。

　まず着目したのが入試だ。同学科
では、ＡＯ・学校長推薦・社会人選
抜・一般・センター試験利用の５つ
の入試方式を実施している。この形
態別に、１〜４期生の転学・退学率、
およびＧＰＡを分析した。すると、学
校長推薦入試での入学者の卒業率と

ＧＰＡが最も低いことが分かった。そ
の原因について、医療健康学部の山
本拓哉講師はこう話す。
　「学校長推薦入試合格者は、合格か
ら大学入学までの学習機会が少ない
ようです。しかし、入学後は国家試
験合格に向けてハードな学修となり
ます。推薦入試で入学したものの、
結局、授業についてこられずに留年
し、退学につながっていました。そ
こで、学生の入学時の学力などを見
ながら、特に指定校推薦入試を見直
しました」
　その結果、２０１２年度入試では３５
校あった指定校が、２０１４年度入試
では１３校、２０１５年度入試では１０校
となった。高校側には、出身学生の
入学後の状況を説明しながら理解を
求めた。
　「学校長推薦入試の志願者は、推薦
基準に達している、医療系の資格が
取れるといった理由で受験し、理学
療法士がどういう職業なのかを十分
理解せずに入学してしまう学生が目
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図１ 医療健康学部理学療法学科１〜４期生の修学状況（2014 年度末現在）
医療健康学部長補佐、
教授
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立ちました。本学科の特性上、ミス
マッチを起こしたら、転学・退学と
いう選択肢しかありません。そうし
た学生の状況を高校側に説明し、目
的意識が明確な生徒を推薦してほし
いとお願いしました」（木林教授）
　同じく、合格から入学まで学習機
会の少ないＡＯ入試では、２０１２年度
入試から基礎学力を測る「基礎教養
試験」を新たに課した。更に、その
後の検討により、翌２０１６年度入試で
ＡＯ入試を廃止することにした。基
礎教養試験では学力を正確に測れず、
また募集人員も若干名のため、ほか
の入試方式に割り当てることにした。

　併設校の推薦入試入学者にも、転
学・退学が目立った。理学療法学科
には併設校推薦入試で最大６人が入
学するが、例年、留年する学生が多
かった。併設校には、希望進路に応
じた３つのコースがあり、その１つ
が金城大学や金城大学短期大学部へ
の進学を目指す「金城大学コース」だ。
このコースには、志望学部・学科に応
じて「社会福祉」「幼児教育」などの
クラスがあり、各学部・学科と模擬
授業などの交流をしていた。理学療
法学科はその内容を大幅に見直した。
　「交流事業をしていても、ほかの推
薦入試での入学者と同様に、理学療
法士についての理解が不十分なまま
入学している学生が目立ちました。
単なる模擬授業から一歩進め、高校
生が主体的に授業を受け、進路相談
をしてくるような情報提供と支援を
目指しました（図２）」（木林教授）
　そこで、２０１２年度に学部全体で
始めたのが「交流授業」だ（図３）。
高校生が年２回（３年生は年１回）、
大学を訪れ、模擬授業を受けるとい
うもの。高校生が理学療法士・作業

療法士についてイメージできるよう
に、段階を追って説明する。
　毎回、授業の最後には、その日に
学んだこと、その時点での希望職業
を振り返りシートに記入させる。そ
して、高校側から提供してもらった
参加者の高校での成績表と振り返り
シートを基に、参加者一人ひとりと
面談を行う。高校生がこれらの仕事
をどのように捉えているのか、数学
や理科の学習はどの程度進んでいる
のかを確認し、アドバイスをする。
　「生徒の成績の変化を追い、前回の
面談が生きているのかも確認しなが
ら、力を入れるべき科目など、具体
的に助言しています。」（山本講師）
　そのような交流を積み重ねるうち
に、高校１年生では約２０人いる参加
者は、２年生では１０人台となり、３

年生になると更に絞られるという。
　「１回目の交流授業では、希望職業
にホテルマンやウエディングプラン
ナーと書く生徒もいますし、保護者
に『医療の資格を取っておくとよい』
と言われたから来たという生徒もい
ます。まだ高校１年生ですからそれ
でもよいと捉えています。大学教員
との交流を通して志望を明確にして
いき、最終的に心から理学療法士・
作業療法士を目指す生徒が入学して
くれればよいと考えて取り組んでい
ます」（山本講師）
　高校側も同様のスタンスで進路指
導をしてほしいと考え、高校に学長
や学部長と出向き、趣旨を伝えた。
　「本学部は他学部に比べて学習量が
多いこと、資格取得を目標とする学
部であり、入学後の進路変更が出来
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図３ 医療健康学部と併設校との交流授業

１コマ目 ２コマ目 ３コマ目

高校１年生
前期 理学療法について（座学） 作業療法について（座学） 生徒面談

高校１年生
後期

基礎医学について（解剖学：人体
の構造を学びましょう）

卒業生講話（大学３年生）
生徒面談、
グループ学習

高校２年生
前期

基礎医学について（生理学：高校
までに学ぶ物理・化学・生物の
知識を使い、身体の仕組みを理
解しよう）

高校授業（理科）について（理学
療法・作業療法学で求められる
授業 [理科 ]の素養）

生徒面談、
グループ学習

高校２年生
後期

理学療法について（重心と身体
の関係といろいろな移動方法）

作業療法について（身体の不自
由な方の着替え）

生徒面談、
グループ学習

高校３年生
前期

理学療法について（自分の体を
意識して動かそう）

作業療法について（身体の不自
由な方の食事動作）

生徒面談、
進路指導

図２ 併設校との高大接続で目指す姿

医療健康学部理学療法学科・作業療法学科の教員各1人が交流授業の担当者となり、継続して高校生と交流
する。１コマは50分。上記は2013年度からの内容。2015年度は３年生後期を加えて、３年間で６回の予定。
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ないため、資格について深く理解で
きるような指導をしてほしいと伝え
ました。交流授業でも生徒に話して
いる内容ですが、高校の先生からも
重ねて説明してもらうことで、生徒
の資格への理解が深まることを期待
しています」（山本講師）

　学校長推薦入試・ＡＯ入試での入
学者に対する入学前教育も改善した。
以前は、入学後のリメディアル教育
で教科書として用いる生物の専門書
の講読を課題としていたが、２０１５
年度入学者には、数学・物理・生物・
国語の学習課題を出した（図４）。
　「高校の先生に、推薦入試の合格者
は入学まであまり学習しないと聞き
ました。それでは、一般入試での入
学者と学力差が開くばかりです。学
習習慣と基礎学力の定着のために、
通信添削の課題を出しました」（山本
講師）
　この課題は任意であり、費用は入
学者の負担となるが、ほぼ全員が受
講。１０〜１２回の提出課題もきちん

と提出していたという。成果は、新
入生を対象に毎年４月に行う基礎学
力試験で測り、例年の成績と比較し、
次年度以降もこの形式を継続するか
を検討する予定だ。
　併設校推薦入試での入学者には、
学校長推薦入試等での入学者と同じ
学習課題に加えて、交流授業の一環
として入学前教育を実施した（図４）。
医療への関心を高めることと、文章
力向上を狙いとして、新聞記事や感
想をまとめる課題などを出し、月１
回の面談も継続した。
　「入学後の学習についていける基礎
学力を付けることも大切ですが、安
心して学習に取り組める環境も重要
です。交流授業に継続して大学教員
との関係を築き、入学者同士が顔見
知りとなれるような、交流の機会と
しました」（木林教授）

　初年次教育も大幅に見直した。ま
ずは担任制度の充実だ。元々、各学
年に３人の担当教員を付け、更に
３・４年生では研究室に所属するこ

とで、教員に学修相談できる体制を
採っていた。しかし、１・２年生で
留年する学生が多く、その学修不振
が退学へとつながっていた。入学後
からの丁寧な個別対応が必要だと考
え、２０１１年度、１・２年生でも少人
数の担任制を導入した。同学科の教
員１２人が、１人当たり１学年６人前
後の学生を受け持つ。
　大きな特徴は、月１回の面談だ。
学生は、毎月１５日までに、「達成度
自己評価表」（以下、評価表。図５）
を提出する。自分の学修と生活を振
り返り、次の目標を立て、その実現
に向けての方策を考えるという内容
だ。教員はこれを見ながら面談し、
状況に応じたアドバイスをする。
　評価表の提出期限が過ぎたり、面
談に来なかったりすれば、何か問題
を抱えているのかもしれないという
意識を教員が持てるようになり、早
めの対応が可能となった。「欠席がち
な学生について、『あの学生はどうし
ているかな？』という雑談で終わら
せるのではなく、『こういう学生がい
る』と教員同士が情報交換をし、放
置せずに支援する仕組みが出来まし
た」と、木林教授は評価する。
　面談と評価表は、学生の学習意欲
やキャリア観の醸成にも役立ってい
る。４月に書く評価表には、どの欄
も１行くらいしか書かれていない。
教員が面談で学生の思いを引き出し、
それを書くようにと指導すると、翌
月の評価表には記入が少し増え、ま
た助言するという繰り返しによって、
自らを振り返り、考え、目標を立て
られるようになっていくという。
　更に、理学療法士の資格を持つ教
員と１年生から直接話すことで、職
業観や将来像を描きやすくなってい
ると、山本講師は話す。
　「１年生で学ぶ科目が資格にどのよ
うに結び付くのかイメージできず、
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図４ 2015 年度入学者に対する入学前教育の内容
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学校長推薦入試、ＡＯ入試による入学者対象
•「数学と物理」「数学と生物」（どちらかを選択）、「国語」から任意で１〜２科目を選択。
いずれの科目も、医療従事者として活躍するために必要な教育の基礎となる内容。

•期間は１月中旬〜３月上旬。ＤＶＤとテキストで学習し、１０回または１２回の確認テストを
提出。

併設校推薦入試による入学者対象
•自己評価表に記載し持参
•学生個人票記載
•学生による入学前の課題検討
•教員と相談による課題決定
•集団面談、個別面談
•生理学授業見学（30 分）

•自己評価表に記載し持参
•集団面談、個別面談
•課題の確認・質問
•生物１単元のプレゼンテーション（５分）

12
月

１
〜
３
月

入学前課題

•毎日、新聞を読む
•毎日、新聞で興味のある記事をスクラッ
プする
•週１回、興味のある記事をＡ４判１枚に
まとめる
•入学前教育の学習内容を理解する
•入学事前課題として行ったことを全て
ファイリングする　
•月１回、面談をし、進捗状況を報告する

第４回
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提出課題のある教科学習を
入学前教育で実施

月１回の面談や評価表で
学生の状況を把握



『この学習は意味があるのですか』と
面談で質問する学生もいます。そう
した質問を出来るのも面談ならでは
だと思いますし、有資格者が答える
ことで学生は納得して学習に取り組
めるようです」
　併設校からの入学者は、交流授業
で３年間、面談を担当した大学教員
をそのまま担任とし、指導の継続性
を持たせている。

　１年生の必修科目「基礎演習」も
２０１３年度に改善した。前期の「基
礎演習Ⅰ」では、学生が実際にグルー
プワークやプレゼンテーション、レ
ポート提出などをしながら、大学で
の学修方法を身に付けていく。そし
て、後期の「基礎演習Ⅱ」では、理

学療法士の基礎を題材として、「基礎
演習Ⅰ」で学んだ学修方法を実践す
るという内容にした。
　「『基礎演習』には、スタディスキ
ルズを学び、理学療法士としてのキャ
リア観を醸成し、学修意欲を高めて
いき、更に、協働学習を通じて人間
関係を築くという、いくつもの目的
があります。転学や退学を防ぐため
には、学力だけでなく、人間関係も
重要です。大学で学び、生活するた
めの基盤をつくる科目と位置付け、
授業内容を考えました」（山本講師）
　特徴的なのは、「基礎演習Ⅱ」（全
１５回）だ。早期から学生と教員が顔
見知りとなれるように、１年生と接
点の少ない教員がリレー方式で１回
ずつ授業を担当。自分の専門分野を
中心に、１年生に知ってほしいこと
をテーマに６０分間講義をする。後半

３０分間は、その話を基に
最大６人のグループで討論
をする。授業後、学生は個
別にレポートを提出。講義
を担当した教員が、この科
目のルーブリックを基にレ
ポートを採点し、学生に返
却する。更に、４週ごとの
「振り返り」の授業で、３
人で１グループとなり、互
いのレポートを教員と同じ
ルーブリックを基に採点す
る。学生は責任を持ってレ
ポートを読み、厳しい指摘
もする。他人のレポートを
読むことによって、自分の
レポートの振り返りにもな
るという。
　「本学科では１年生から
実習があり、毎週多くのレ
ポートを書きます。それら
の質を上げるためにも、教
員の採点だけでなく、ピア
レビューを取り入れまし

た。また、チーム医療が重視されて
いるように、理学療法士にもコミュ
ニケーション能力が必要です。自分
の考えをはっきり言う、相手の意見
をしっかり受け止める経験を積ませ
ようと、このような形態としました」
（木林教授）
　学生約１００人に対し、担当教員は
５人。教員はファシリテーターに徹
し、グループワークは学生主体で進
める。人間関係が広がるようにと、
グループワークのメンバーは毎回変
えている。大教室の授業だが、学生
が能動的に学ぶ姿が見られるという。

　１期生の卒業を機に、修学状況分
析から入試や教学の改善を始めて４
年目となった。卒業率が７割から８
割に改善し、授業や面談の様子では、
学生の学修姿勢は良い方向に変化し
つつあるという。今後の課題の１つ
は、教員の意識統一を図り、取り組
みの質を上げていくことだと、木林
教授は語る。
　「学生と教員がなるべく多く接する
ように申し合わせていても、教員に
よって温度差があり、活動内容はま
ちまちです。その差が学生の学修意
欲をそがないようにしていくことが
重要だと考えています」
　高大接続の課題には、併設校以外
の高校教員との関係づくりを挙げる。
　「模擬講義の依頼を受けたから高校
に行くのではなく、大学側から高校
教員や高校生にもっと接点を持つべ
きだと考えています。併設校と行っ
ているような情報交換を他校とも出
来るような関係を築き、高校、大学
と継続して一人ひとりに丁寧に支援
することで、『なりたい自分』を目指
すための大学での主体的な学びに結
び付けたいと思います」（山本講師）

「基礎演習」で、学修方法の
習得、友だちづくりを支援

主体的な学びに導くために
高校と積極的に連携したい
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図５ 「達成度自己評価表」

「達成度自己評価表」は、教員がコピーを保管し、原本は学生が
管理する専用ファイルに綴じる。４年間分の学修の推移を把握
できる。　　　　　　　　　　　　　＊同大学の資料をそのまま掲載

連 載  高大接続の課 題に迫る


